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玉城町高齢化率（平成24年３月31日現在）
　22.3％（65歳以上人口3,435人）

たまきの元気人さん紹介たまきの元気人さん紹介

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
誇
ら
し
げ

に
持
ち
、元
気
バ
ス
に
乗
っ
て
買
い

物
や
病
院
に
出
か
け
る
お
二
人
。

辻
村
吉
蔵
さ
ん（
90
歳
：
右
）と

奈
尾　

一
さ
ん（
83
歳
：
左
）

　

胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
お
も
む
ろ

に
取
り
出
し
、専
用
の
ア
プ
リ
を

使
っ
て
元
気
バ
ス
の
予
約
を
す
る

姿
に
は
ま
っ
た
く
歳
を
感
じ
ま
せ
ん
。

　

ス
ラ
ス
ラ
と
画
面
を
な
ぞ
り
な

が
ら
、 

こ
ん
な
便
利
な
も
の
は
な

い 

と
い
つ
も
自
慢
げ
。

　

最
近
、「
老
人
」の
こ
と
を「
朗
人
」

と
表
現
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
さ
に
お
二
人
に
は
こ
の
言
葉
が

ピ
ッ
タ
リ
で
す
。前
向
き
に
い
き
い

き
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
送
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
、こ
ん
な
気
持
ち
を
い
つ

ま
で
も
持
ち
続
け
た
い
も
の
で
す
。

　

社
協
だ
よ
り
で
は
、こ
れ
か
ら

玉
城
の『
元
気
人
』を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

ス
マ
ホ
片
手
に

　

ら
く
ら
く
外
出

”

”



一
般
会
計
収
支
予
算

　
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
、
紀
伊
半
島
の
豪
雨
災
害

を
機
に
人
と
人
と
の
支
え
合
い
、
地
域
の
支
え
合
い

が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
同
時
に
安
心
し

て
地
域
で
生
活
で
き
る
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
住
民
福
祉
活
動
の
更
な
る
発
展
支
援
や

住
民
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
と
と
も
に
、
住

民
生
活
に
お
い
て
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ
い
て
い

な
い
狭
間
的
事
業
（
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
事

業
）
に
対
し
て
、
本
会
の
機
能
を
十
分
発
揮
し
て
各

種
事
業
を
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
福
祉
分
野
に
お
い
て
は
、
本
年
度
を
絆
づ
く

り
元
年
と
し
て
、サ
ロ
ン
活
動
の
拡
大
や
防
災
・
災

害
に
強
い
町
づ
く
り
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
構
築
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
住
民
視
点
で
問
題
解
決
を
目

指
す
元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会
の
第
３
期
事
業
と

し
て
『
地
域
福
祉
力
向
上
作
戦
』
と
銘
打
ち
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
福
祉
共
育
の
で
き

る
ま
ち
を
め
ざ
し
本
年
度
始
動
し
ま
す
。

　
在
宅
介
護
分
野
に
お
い
て
は
、本
年
度
介
護
報
酬

が
改
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

更
に
高
め
、地
域
の
介
護
事
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
役
割
を
は
た
し
つ
つ
、利
用
者
か
ら
選
ば
れ
る
事

業
所
に
な
る
た
め
の
一
段
の
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

特
に
、障
害
者
支
援
に
関
し
て
は
、夢
工
房
た
ま
き

の
運
営
主
体
が
本
会
と
な
り
、支
援
サ
ー
ビ
ス
の
さ

ら
な
る
向
上
に
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

受
託
事
業
で
は
、
元
気
バ
ス
の
効
率
的
な
運
営

を
は
じ
め
、
各
種
の
運
営
補
助
事
業
と
委
託
事
業

の
仕
分
け
作
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
以
上
を
踏
ま
え
、「
改
革
改
善
・
協
働
共
助
・
健

全
経
営
」
の
立
場
で
、
考
え
、
企
画
し
、
目
標
達
成

に
向
か
っ
て
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
い
く
こ
と
を

本
年
度
の
事
業
方
針
と
し
ま
す
。

１
．
法
人
運
営

　

①
法
人
運
営
の
経
営
体
制
の
強
化

　

②
会
員
制
度
の
推
進
並
び
に
会
費
の
増
強

　

③
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
や
活
動
を
周

知
し
、
福
祉
活
動
へ
の
町
民
参
加
を
促
進

す
る
広
報
活
動
の
強
化

　

④
役
員
・
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
研
修

　

⑤
各
種
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化

２
．
地
域
福
祉
事
業
の
推
進

　

①
身
近
な
地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
享
受

で
き
る
地
域
づ
く
り
（
生
活
支
援
事
業
）

　
②
積
極
的
に
社
会
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
地
域
福
祉
事
業
を
強
化
（
社
会
参
加
事
業
）

　
③
住
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
地
域
福
祉
を
展
開
す
る

た
め
の
活
動
や
計
画
、研
究（
総
合
福
祉
的
事
業
）

３
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
福
祉
教
育
の
推
進

　

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
、
登
録
者
の
拡

充
と
活
動
支
援

　

②
町
内
の
全
学
校
を
福
祉
協
力
校
に
指
定

し
、
児
童
生
徒
の
福
祉
意
識
の
高
揚
と
活

動
へ
の
積
極
的
な
参
加
促
進
の
支
援

４
．
相
談
・
援
助
事
業
の
推
進

　

①
福
祉
相
談
機
能
の
充
実
強
化
及
び
、
関
係

機
関
と
の
連
携

　

②
生
活
福
祉
資
金
及
び
世
帯
更
正
資
金
の
有

効
活
用
に
よ
る
、
低
所
得
者
世
帯
の
生
活

安
定
と
福
祉
向
上
支
援

　

③
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
方
に
対

し
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
相
談
・

助
言
や
、
手
続
き
・
支
払
い
等
の
援
助

５
．
受
託
事
業
の
運
営

　
①
高
齢
者
福
祉
、
青
少
年
の
育
成
、
そ
の

他
公
共
的
活
動
の
移
動
手
段
と
し
た
バ

ス
の
運
行

　

②
特
に
高
齢
者
の
外
出
支
援
の
た
め
の
バ
ス

運
行

　

③
各
種
福
祉
団
体
事
業
の
運
営

　

④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ふ
る
さ
と
元
気
事
業
の
運
営

６
．
各
種
募
金
活
動
の
推
進

　
①
地
域
福
祉
活
動
の
財
源
確
保

　
　
・
日
赤
募
金　
　
　
　
　
（
５
月
）

　
　
・
共
同
募
金　
　
　
　
　
（
10
月
）

　
　
・
歳
末
助
け
合
い
募
金　
（
12
月
）

　
②
災
害
義
援
金
へ
の
協
力
・
活
動

７
．
在
宅
福
祉
事
業
の
運
営

　

①
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、職
員
の
資
質
向

上
に
努
め
、良
質
で
安
定
し
た
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
　
・
介
護
給
付

　
　
・
予
防
給
付

　
②
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
職

員
の
資
質
向
上
に
努
め
、
良
質
で
安
定
し
た

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
③
安
全
安
心
な
移
送
サ
ー
ビ
ス

８
．
地
域
住
民
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

開
拓
性
、
創
造
性
、
即
応
性
を
も
っ
た

事
業
の
実
施

　
　
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
運
営

事
業
計
画

平
成
２４
年
度

平成２４年度

社
会
福
祉
法
人 

玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

支　出 収　入
210,506千円 210,506千円

介護保険事業
（通所介護・訪問介護・居宅介護支援）
123,798千円
58.8%

法人
38,909千円
18.5%

福祉バス
9,284千円
4.4%

障害者自立
支援事業
1,538千円
0.7%

元気バス
19,792千円
9.4%

その他の
支出事業
80千円
0.1%

予備費
17,105千円
8.1%

介護保険収入
120,717千円
57.3%

町受託金
・助成金
28,418千円
13.5%

町補助金
13,171千円
6.3%

障害者自立支援収入
1,144千円
0.5%

県補助金・受託金
80千円
0.1%

共募・日赤金
配分金
1,808千円
0.9%

会費
1,080千円
0.5%

寄付金・事業収入・
その他
2,788千円
1.3%

前期繰越
41,300千円
19.6%



　

み
だ
し
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
て
、

普
段
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
を
一
人

で
も
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
Ｐ
Ｒ

週
間
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣

の
委
嘱
を
受
け
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等

に
対
す
る
援
護
活
動
や
相
談
・
助
言
活
動
な
ど
、

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
地
域
社
会
の
福

祉
向
上
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
32
名
の
民
生
児
童
委
員
と
2
名

の
主
任
児
童
委
員
（
児
童
に
関
わ
る
専
門
委

員
）で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
は
、
地
区
の
民
生
委
員
の
方
を
ご
存

知
で
す
か
。

　

あ
な
た
の
地
区
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、相
談
窓
口
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
、
秘
密
を
守
り
、

活
動
し
て
い
ま
す
。（
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
）

　

第
３
期
目
ス
タ
ー
ト

　

元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会
は
平
成
20
年
に

発
足
し
、今
年
度
5
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
々
で
組
織
さ
れ
た

委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
住
民
視
点
の
活
動

を
企
画
し
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
月
第
３
火
曜

日
を『
あ
い
さ
つ
強
化
デ
ー
」と
し
て
、（
あ
い

さ
つ
）
を
誰
で
も
い
つ
で
も
誰
と
で
も
出
来
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
歩
目
と
し
て
、
認

識
を
み
ん
な
で
共
有
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
ま
で
の
活
動
を
ベ
ー
ス
に
、
更

な
る
地
域
福
祉
力
向
上
を
図
る
た
め
に
、
23
年

度
に
策
定
し
た
『
地
域
福
祉
力
向
上
作
戦
計

画
』を
24
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

計
画
は
、

①
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

②
福
祉
共
育
の
で
き
る
ま
ち

を
基
本
目
標
と
し
て
、３
カ
年
の
計
画
に
な
っ

て
お
り
、
玉
城
町
に
住
む
人
・
働
く
人
が
一
緒

に
な
っ
て
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　

み
ん
な
で
、
あ
っ
た
か
い
町
づ
く
り
を
行
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

２
月
11
日
、玉
城
町
保
健
福
祉
会
館
で
、社
会
福
祉

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
部
で
は
、
社
会
福
祉
増
進
へ
の
貢
献
を
い
た
だ
い
た
方

の
表
彰
や
福
祉
作
文
の
朗
読
発
表
、
玉
城
中
学
校
の
福
祉

活
動
報
告
を
行
い
、二
部
に
お
い
て
は
、落
語
家 

露
の
新
治

さ
ん
の
人
権
落
語
が
行
わ
れ
、

誰
で
も
笑
顔
で
生
き
る
権
利

が
あ
る
と
、
笑
い
を
交
え
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
大
会
で
功
労

表
彰
さ
れ
た
方
は
、以
下
の

と
お
り
で
す
。

《
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
》

・・
松
田
春
美
様　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
虹
の
会
）

・
西
川
牧
子
様　
（
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
）

　【
社
会
福
祉
施
設
役
職
員
】

・
中
田
恵
子
様　
（
下
外
城
田
保
育
所
）

・
口
野
美
智
子
様（
弘
樹
苑
）

・
中
北
美
弘
様　
（
弘
樹
苑
）

・
山
本
厚
子
様　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
鍋
島
陽
一
郎
様（
南
勢
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）

　《
感
謝
》

・
辻
村
吉
蔵
様　
（
社
会
福
祉
活
動
協
力
者
）

・
母
子
寡
婦
福
祉
会
様（
寄
付
金
活
動
）

　

４
月
１
日
、
桜
ま
つ
り
会
場
に
て

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
福
祉
活
動
の
一
環
と

し
て
、
各
福
祉
団
体
な
ど
に
一
品
提
供

の
協
力
を
得
て
、毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

桜
ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

『
広
げ
よ
う　

地
域
に
根
ざ
し
た　

思
い
や
り
』

『
広
げ
よ
う　

地
域
に
根
ざ
し
た　

思
い
や
り
』

『
広
げ
よ
う　

地
域
に
根
ざ
し
た　

思
い
や
り
』

〜
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
活
動
強
化
週
間
〜

元
気
で
す

　

た
ま
き
委
員
会

すすす
で
す
で
す
で
す

気気気

会会会会

委
きき

たた
元
気
で
す

元
気
で
す

　

た
ま
き
委
員
会

　

た
ま
き
委
員
会

元
気
で
す

　

た
ま
き
委
員
会

　

こ
の
収
益
金
は
、
社
会
福
祉
事
業
の
推

進
の
た
め
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
同
時
に
会
場
で
行
い
ま
し
た『
東

日
本
大
震
災
義
援
金
』は
、
2
5
4
2
円
の

協
力
が
得
ら
れ
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
、

送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今年のバザーで
得られた収益金
87,261円

　
二
度
の
交
通
事
故
に
よ
り
車
い
す

生
活
に
な
っ
た
、
渡
部
昭
彦
さ
ん（
北

海
道
）
の
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」（
主
催
：
同
実
行
委
員
会
、
後
援
：

玉
城
町
・
社
会
福
祉
協
議
会
、㈲
共
栄

精
工
な
ど
）が
１
月
23
日
、
町
ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、町
内
外
か
ら
１

０
０
人
を
超
す
聴
衆
が
集
ま
り
、渡
部

さ
ん
が
吹
く
力
強
く
優
し
い
サ
ッ
ク

ス
の
音
色
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
演
奏
で
は
、懐
か
し
い
ナ

ン
バ
ー
が
次
々
登
場
。リ
ク
エ
ス
ト
に

応
え
た
り
、
吉
田　
豊
さ
ん（
お
ん
が

く
フ
ァ
ー
ム
ま
ん
ど
こ
ろ
）と
の
コ
ラ

ボ
演
奏
な
ど
が
あ
っ
た
り
し
て
会
場

は
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
金
５
万
６
０
０

０
円
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
し
て

「
あ
し
な
が
育
英
会
東
日
本
大
震
災
・

津
波
遺
児
基
金
」に
お
贈
り
し
ま
し
た
。

「
渡
部
昭
彦
」チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

玉
城
町
社
会
福
祉
大
会

玉
城
町
社
会
福
祉
大
会

玉
城
町
社
会
福
祉
大
会

5
月
12
日（
土
）

5
月
18
日（
金
）

ふ 

だ
ん
の  

く 

ら
し
の  
し 

あ
わ
せ

～

力
強
い
サ
ッ
ク
ス
の
音
色
に
魅
了



日本赤十字社　三重県支部　玉城町分区

ご寄附ありがとうございました。

　昨年１２月に玉城町
民チャリティーゴルフ
様よりいただいたご寄
付で、災害時の障害
者用トイレとして使用
できる簡易テントなど
を購入致しました。

お問い合わせは　☎58-6915

心配ごと相談 心配ごと相談心配ごと相談 

毎月10日、20日、30日 

玉城町保健福祉会館で 予約不要 

相談員　民生児童委員、人権擁護委員、行政相談員

身近な

社協相談窓口ご案内社協相談窓口ご案内社協相談窓口ご案内社協相談窓口ご案内

13：00～15：00

1月～3月

　社協が取り組む地域福祉活動には、高齢者・障
害児者支援・ボランティア支援などの活動があります。
　その活動を支える財源の一つとして皆さまからの
「会費」は、貴重な運営資金となっています。
　住民による住民のための福祉活動にご理解ご協力
いただきますようお願い申し上げます。
　会費の受付は、社協窓口にて行っております。
　会員になられた方には、車イスの貸出や福祉に関
する情報提供を行っています。

社協会費にご理解をお願いいたします
～社協会員になっていただき、間接的に福祉のまちづくりへ参加をしていただけませんか。～

会員の区分（年額）
個人会員
（世帯単位） 会費１口 ３００円

団体会員
（福祉施設及び団体、企業等） 会費１口 ５，０００円

賛助会員
（一定額以上の会費納入者） 会費１口 １０，０００円

　昨年度より、立ち上げの準備を行い、今年度よ
りボランティア団体として登録されました。
　この団体は、災害に関する住民視点の啓発活動
また、災害時の対策を検討するもので、行政や社
協などと協働しながら活動を進めていきます。
　尚、会員の募集は随時行っておりますので、関心
のある方は、ボランティアセンターへお尋ねください。

　5月は【赤十字運動月間】となります。「命を救う、
力を合わせよう」という人々の思いを結集し、日本
赤十字社は活動しています。
　玉城町分区でも「少しでも多くの人を救いたい」
との思いを込め、募金運動という形で赤十字運動
月間に取り組みます。住民の皆さまの温かいご支
援・ご協力をよろしくお願い致します。

防災・災害ボランティアグループが
立ち上がりました

開催時間　１０：００～１４：００（雨天決行）

場　　所　玉城町保健福祉会館

テ　ー　マ　『元気がつながるたまき』

　今年も、福祉のイベントとして、地域の方 に々楽
しくまた身近に福祉、ボランティアの大切さを感じて
いただけるよう開催します。どうぞ、ご参加ください。

・歯の健康コーナー、骨密度検診ほか（役場生活福祉課）
・笑みの市（商工会）
・福祉施設、ボランティアの活動啓発
・地域でのさまざまな活動のPR
・チャリティービンゴ
・福祉体験コーナー　　ほか

喫茶白ゆり　様
カラオケリズム　林小夜子　様
カラオケハウス　真心　様
坂口　誠様
野口　政子様
匿名様
匿名様（夢工房たまきへ）

・・・・・・・・・・・51,040円
・・・13,042円

・・・・・・22,694円
・・・・・・・・・・・・30,000円
・・・・・・・・・・・16,791円

・・・・・・・・・・・・・・10,000円
・・・・・・10,000円

赤十字の活動資金に
ご協力をお願いします
5月は赤十字運動月間です。


